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米国の色彩学者ビルマ イヤ ー の訃報

名誉会員　川上 元郎

　 この報告見 て現在 の学会誌 の読者 は 「あ、あの人

か 1」と理解 で きる人は少な い だろ うと、考えなが

ら筆を運んで い ます。

　 ところで 22 年も昔の こ とですが、実は学会 では創

立 35 周 年 記 念特集 号 （Vot．7　No．4 ，1983 ）を発行

しました 。 今とな っ て は こ の 学会誌を保存 して い る

会員は何人もお られない で し ょ う。

　 も し図書館等で 上 記の学会誌を見る事が で きた ら

該当誌の 奥付けを見 て下さ い 。 私が編集委員長 を仰

せ使 っ た関係で 最終 ペ ージ に 「創立 35 周年記念特号

集始末記』を執筆 して います。

　 そ し て そ の 記 事の 後段の 文章に、「AIC の 会長 の

Dr．Hunt 氏、当学会の外国名誉会員の Dr．Wyszecky 氏

及び CRA の主 幹編集委員長の Dr．Billmeyer氏の 3氏に

祝辞を貰う依頼状を出したところ、全員 とも締めき

り前に受領できた 。』と記述 しています 。

　 それ ら 3通の記事が 6、7、8ペ ー
ジに掲載され て

い ま す が、容易 に 旧号 の 入手が出来な い 読者の た め

に、当誌に Dr　Billmeyer氏 の分だ け全文特に転載 して

貰い ま した。

当学会と の 関 わ り を そ れ か ら推測 して 下 さ い 。

　 私 は色研 で標準色 票を公刊す るの に尽力 して いた

昭和4 ］年当時に彼の Principトes　of　Color　TeGhnology

（Copyrighat　1966 　by　John ＆Wi ［y　Sons 　InG ）の初版

を座右の本に して、いま した 。

　測 色手法の 図解を手 がきのイ ラス トで 分り易す く

表 した著書が特 徴 で した 。 後刻彼と親友になれた あ

る日に 『あの イラ ス トは君が書くのか』と尋ねた ら、

「い や プ ロ だ よ 』 と苦笑 して い た の が 今で も懐 か しい

一
こまです。

　 そ の コ ピーを 本稿に 転載 してお 目 に 掛 け た い が 、

版権問題があるから、遠慮します。

　た だ特 筆 します が、拙著 「色 のおはな し （日本規

格協会版）』 で は こ の イ ラ ス ト活 用 方法 を大 い に学び、

快心作に仕上げま した 。

　ところが彼の Principles　of　Color　TeGhnologyは世界

一

中で ベ ス トセラ
ー

で 版を重ね て現在は第3版◎ 2002

にな りま した。

　内容は大分改め られ ま したが、親 しみ ある分か り

易い点は変わりあ りません。

　宝物 と して 記 念 に 座右 の 本に さ れ る 事 は お勧め し

ます 。

　私が初め て Dr．　 Fred に会 っ たのは 1975 年 の 9月に

ロ ン ドン で 開催された国際照明委員会 （CIE）第 18回

大会で した 。 場所は irnperial　Collegeの ある教室に集

ま っ た、TC −3 ．2 （演色）委員会 で 、議題を板書 して い た

派手な黄 色の ワ イシ ャ ツ の幹事役が彼 で した。

　私は正式委員 で は 無か っ たから後列の 末席か ら生

まれ て初めて国 際会議を 味わ っ ていま した 。 これ を

機会に私の外遊は増え ました、

　翌々 1977 年には米国の Troy，　New 　Yorkにある彼の

勤務先の Rensse ［aer　Pelytechnic　Instituteの構内で 国

際色彩学会 （AIC）第 3回大 会があ っ たの で 、私は勿論

参加しま した 。

　その 後、彼は来 日され 、私 の研 究室の あ っ た 日本

色研主催で 色彩学会員も含め て特別講議をされま し

た 。 1979 年 に は 再度来 日 さ れ、京 都 の 第 19 回CIE

大会 に参加され たので、我 が国に多 くの知 友を得て

い られて いると思います 。 彼の 冥福を祈ります。
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   ln Memoriam

Fred W  Billmeye4 Jn

(August 24, 1919 
-
 December  12, 2004)

Fred Wallace Billmeyer, Jr., world  renowned  color  educator  and  re-

searcher, died peacefully on  December  12, 2004, at a nursing home in
Clifton Park, New  Ybrk. Born on  August 24, 1919 in Chattanooga,
T[N, Fred studied  chemistry  at the CalifOmia lnstitute of  Technology,
receiving  a  B.Sc. in 1941. He completed  his Ph,D. at Comell  Univer-
sity in 1945, studying  light scatrering  in synthetic  [ubbers,  undei  the
directionofNobelLaureate,PeterDebye,

  That educational  background set  the stage  fbr Fred's celebrated
career  in two  major  fields ; polymer science  and  color  science. From
1945 to 1964, he was  associated with  the Plastics Depart[nent ofE.  I.

                       ContinLiedonpage2
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